
(57)【要約】

【課題】液晶に対する駆動電圧の印加が停止された直後

における残像の発生を抑制した液晶表示装置を提供する

。

【解決手段】液晶層と、液晶層に対してマトリクス状に

配置された画素毎に電圧を印加するための画素電極と、

液晶層に共通電圧を印加するための対向電極と、液晶層

に対し画素電極と対向電極を介して駆動電圧を印加して

画像表示を行う駆動回路とを備える。駆動回路は、通常

の画像表示状態においては駆動電圧を周期　Ｔ１で極性

反転させて印加し、電源電圧の供給切断に応じて液晶層

に対する駆動電圧の印加を停止する際には、駆動電圧の

印加を停止する直前の所定期間、周期Ｔ１よりも短い周

期Ｔ２で極性反転する駆動電圧を印加するように制御を

行う。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 層 と 、 前 記 液 晶 層 に 対 し て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 毎 に 電 圧 を 印 加 す る た め の
画 素 電 極 と 、 前 記 液 晶 層 に 共 通 電 圧 を 印 加 す る た め の 対 向 電 極 と 、 前 記 液 晶 層 に 対 し 前 記
画 素 電 極 と 前 記 対 向 電 極 を 介 し て 駆 動 電 圧 を 印 加 し て 画 像 表 示 を 行 う 駆 動 回 路 と を 備 え た
液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 駆 動 回 路 は 、 通 常 の 前 記 画 像 表 示 状 態 に お い て は 前 記 駆 動 電 圧 を 周 期 　 Ｔ １ で 極 性 反
転 さ せ て 印 加 し 、 電 源 電 圧 の 供 給 停 止 に 応 じ て 前 記 液 晶 層 に 対 す る 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を
停 止 す る 際 に は 、 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 直 前 の 所 定 期 間 、 前 記 周 期 Ｔ １ よ り も 短
い 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 す る 前 記 駆 動 電 圧 を 印 加 す る よ う に 制 御 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 周 期 Ｔ １ に 対 す る 前 記 周 期 Ｔ ２ の 比 Ｔ ２ ／ Ｔ １ が 、 １ ／ １ ７ ６ ～ ３ ／ １ ７ ６ の 範 囲 で
あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 周 期 Ｔ １ が １ フ レ ー ム 周 期 で あ り 、 前 記 周 期 Ｔ ２ が ｎ ラ イ ン 周 期 で あ る 請 求 項 ２ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。 た だ し 、 ｎ は ３ 以 下 の 整 数 で あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 周 期 Ｔ １ が ｍ ラ イ ン 周 期 で あ り 、 前 記 周 期 Ｔ ２ が １ ラ イ ン 周 期 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。 た だ し 、 ｍ は 整 数 で あ る 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 を 行 う 所 定 期 間 が １ ０ ０ 　 ｍ ｓ ～ ５ ０ ０ 　 ｍ ｓ の 範 囲 で あ る 請 求
項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
液 晶 層 に 対 し て 画 素 毎 の 画 素 電 圧 と 共 通 電 圧 を 印 加 し 、 前 記 画 素 電 圧 と 前 記 共 通 電 圧 に 基
づ い て 前 記 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 駆 動 電 圧 に よ り 画 像 表 示 を 行 う 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に
お い て 、
通 常 の 前 記 画 像 表 示 状 態 に お い て は 前 記 駆 動 電 圧 を 周 期 　 Ｔ １ で 極 性 反 転 さ せ て 印 加 し 、
前 記 画 像 表 示 状 態 か ら 非 表 示 状 態 に 移 行 す る た め に 前 記 液 晶 層 に 対 す る 前 記 駆 動 電 圧 の 印
加 を 停 止 す る 際 に は 、 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 直 前 の 所 定 期 間 、 前 記 周 期 Ｔ １ よ り
も 短 い 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 す る 前 記 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の
駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 携 帯 電 話 無 線 機 、 Ｐ Ｄ Ａ 等 に 用 い ら れ る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 直 流 電 圧 に よ る 液 晶 の 劣 化 を 防 止 す る た め 、 ま た フ リ ッ
カ ー の 発 生 を 防 止 す る た め に 、 液 晶 層 に 印 加 す る 駆 動 電 圧 の 極 性 を 所 定 周 期 で 反 転 さ せ て
い る 。 極 性 反 転 の 周 期 は 短 い ほ う が 効 果 的 で あ る が 、 周 期 を 短 く す る ほ ど 駆 動 電 圧 の 印 加
に よ る 消 費 電 力 が 大 き く な る 。 従 っ て 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ 等 の 電 池 を 電 源 と す る 機 器 で は
、 極 性 反 転 を 例 え ば １ フ レ ー ム 周 期 で 行 う 、 い わ ゆ る １ フ レ ー ム 反 転 駆 動 を 採 用 し て 、 極
性 反 転 の 周 期 を 長 く す る こ と に よ り 、 消 費 電 力 の 低 減 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の よ う な 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 電 源 ス イ ッ チ の 切 断 等 に よ り 電 源 電 圧 の 供 給 が 停 止
さ れ た 直 後 に 、 液 晶 層 に 残 像 を 生 じ る 現 象 が 見 ら れ る 。 こ の 現 象 に つ い て 以 下 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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図 ２ は 、 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 画 素 部 分 の 回 路 お よ び 駆 動 回 路 の 概 要 を 示 す 図
で あ る 。 １ は 液 晶 層 で あ り 、 ２ は 、 液 晶 層 １ に 対 し て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 毎 に
電 圧 を 印 加 す る た め の 画 素 電 極 、 ３ は 、 液 晶 層 １ に 共 通 電 圧 を 印 加 す る た め の 対 向 電 極 を
示 す 。 画 素 電 極 ２ の 各 々 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） ４ 、 お よ び 蓄 積 容 量 ５ が 接 続 さ
れ て 、 １ つ の 画 素 が 形 成 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ４ の ゲ ー ト に は 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ８ か ら ゲ ー
ト 配 線 ６ を 通 じ て 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 画 素 電 極 ２ に は 、 ソ ー ス ド ラ イ バ ９ か ら ソ ー ス
配 線 ７ お よ び Ｔ Ｆ Ｔ ４ を 通 じ て 画 素 毎 の 信 号 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 図 示 し な い が 、 対 向 電 極
３ に は 共 通 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 信 号 電 圧 お よ び 共 通 電 圧 の 印 加 は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ に よ
り 制 御 さ れ る 。 １ １ は 電 源 Ｉ Ｃ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
通 常 の 画 像 表 示 状 態 に お い て は 、 液 晶 層 １ に 対 し て 所 定 の 周 期 で 極 性 反 転 す る 駆 動 電 圧 が
印 加 さ れ る よ う に 、 信 号 電 圧 お よ び 共 通 電 圧 が 制 御 さ れ る 。 そ れ に 伴 い 、 画 像 表 示 中 に は
、 蓄 積 容 量 ５ や 液 晶 層 １ が 形 成 す る 容 量 （ 液 晶 容 量 ） に 対 し て 、 電 荷 の 充 電 や 放 電 が 繰 り
返 さ れ る 。 液 晶 に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ る と 、 そ の 時 点 で 蓄 積 容 量 ５ や 液 晶 容
量 に 充 電 さ れ て い た 電 荷 が 、 そ の 後 徐 々 に 放 電 さ れ 、 一 定 時 間 の 経 過 後 に 液 晶 層 １ に 印 加
さ れ る 電 圧 が ０ に な る 。 従 っ て 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ た 後 に 、 過 渡 的 に 漸 減 す る 電 圧
が 液 晶 層 １ に 印 加 さ れ 続 け 、 残 像 の 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ３ に 、 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ る 前 後 に 液 晶 層 １ に 印 加 さ れ る 電 圧 の 波 形 を 示 す 。 同
図 の Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 の 波 形 は 、 図 ２ に お け る 対 向 電 極 ３ の 電 圧 を 示 す 。 ソ ー ス 電 圧 の 波 形 は
、 図 ２ に お け る Ｔ Ｆ Ｔ ４ の ソ ー ス 配 線 ７ に 接 続 さ れ た ソ ー ス 電 極 の 電 圧 で あ る 。 実 際 に は
液 晶 層 １ に 印 加 さ れ る 駆 動 電 圧 は 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 と 画 素 電 極 ２ の 電 圧 に 基 づ い て 決 ま る が
、 画 素 電 極 ２ の 電 圧 を 直 接 計 測 す る こ と は で き な い た め 、 ソ ー ス 電 圧 に 基 づ い て 間 接 的 に
画 素 電 極 ２ の 電 圧 の 様 子 を 見 て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ３ に お い て ｔ ０ は 、 電 源 電 圧 の 供 給 が 切 断 さ れ て 液 晶 に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 し
た 時 点 を 示 す 。 同 図 に 示 さ れ る よ う に 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 お よ び ソ ー ス 電 圧 は 、 駆 動 電 圧 の 印
加 が 停 止 さ れ た 時 点 ｔ ０ で 直 ち に ０ Ｖ に は な ら な い 。 す な わ ち 、 蓄 積 電 荷 が 放 電 さ れ る こ
と に よ っ て 、 時 点 ｔ ０ か ら 時 間 ｐ １ を 経 過 し た 後 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 お よ び ソ ー ス 電 圧 が 実 質
的 に ０ Ｖ に な る 。 実 質 的 に ０ Ｖ と は 、 画 像 表 示 の 残 像 が 視 認 さ れ な い 程 度 に 、 液 晶 層 に 印
加 さ れ る 電 圧 が 低 く な っ た 状 態 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
電 圧 が 実 質 的 に ０ Ｖ ま で 低 下 す る の に 要 す る 時 間 ｐ １ は 、 画 像 表 示 状 態 に お け る 駆 動 電 圧
の 極 性 反 転 、 す な わ ち Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 の 極 性 反 転 の 周 期 Ｔ １ が 長 い ほ ど 長 時 間 を 要 し 、 上 記
の よ う な １ フ レ ー ム 反 転 駆 動 を 行 っ て い る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 約 １ ｓ ｅ ｃ で あ る 。 従 っ て
そ れ だ け の 時 間 、 電 源 ス イ ッ チ を 切 断 し て も 画 像 が 消 え な い こ と に な り 、 表 示 特 性 と し て
は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し た が っ て 本 発 明 は 、 液 晶 に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ て 画 像 表 示 状 態 か ら 非 表 示
状 態 に 移 行 す る 際 の 、 残 像 の 発 生 が 抑 制 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 と 、 前 記 液 晶 層 に 対 し て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素
毎 に 電 圧 を 印 加 す る た め の 画 素 電 極 と 、 前 記 液 晶 層 に 共 通 電 圧 を 印 加 す る た め の 対 向 電 極
と 、 前 記 液 晶 層 に 対 し 前 記 画 素 電 極 と 前 記 対 向 電 極 を 介 し て 駆 動 電 圧 を 印 加 し て 画 像 表 示
を 行 う 駆 動 回 路 と を 備 え る 。 前 記 駆 動 回 路 は 、 通 常 の 前 記 画 像 表 示 状 態 に お い て は 前 記 駆
動 電 圧 を 周 期 　 Ｔ １ で 極 性 反 転 さ せ て 印 加 し 、 電 源 電 圧 の 供 給 停 止 に 応 じ て 前 記 液 晶 層 に
対 す る 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 際 に は 、 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 直 前 の 所 定
期 間 、 前 記 周 期 Ｔ １ よ り も 短 い 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 す る 前 記 駆 動 電 圧 を 印 加 す る よ う に 制
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御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 駆 動 電 圧 の 印 加 停 止 後 に お け る 残 留 電 荷 に 起 因 す る 電 圧 の 極 性 反 転 の
周 期 が 短 く な る た め 、 残 留 電 荷 の 放 電 時 間 が 短 縮 さ れ る 。 従 っ て 、 残 像 の 発 生 が 抑 制 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 液 晶 層 に 対 し て 画 素 毎 の 画 素 電 圧 と 共 通 電 圧 を 印 加
し 、 前 記 画 素 電 圧 と 前 記 共 通 電 圧 に 基 づ い て 前 記 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 駆 動 電 圧 に よ り 画 像
表 示 を 行 う 方 法 で あ る 。 通 常 の 前 記 画 像 表 示 状 態 に お い て は 前 記 駆 動 電 圧 を 周 期 　 Ｔ １ で
極 性 反 転 さ せ て 印 加 し 、 前 記 画 像 表 示 状 態 か ら 非 表 示 状 態 に 移 行 す る た め に 前 記 液 晶 層 に
対 す る 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 際 に は 、 前 記 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 直 前 の 所 定
期 間 、 前 記 周 期 Ｔ １ よ り も 短 い 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 す る 前 記 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 基
本 的 な 回 路 構 成 は 図 ２ に 示 し た も の と 同 様 で あ る が 、 各 画 素 電 極 ２ お よ び 対 向 電 極 ３ に 印
加 す る 電 圧 を 本 実 施 の 形 態 に 従 っ て 制 御 す る た め に 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ の 機 能 が 従 来 の も
の と 相 違 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ は 、 従 来 例 を 示 す 図 ３ と 同 様 、 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ る 前 後 に 液 晶 層 １ に 印 加 さ
れ る 電 圧 の 波 形 を 示 す 。 ｔ ０ は 図 ３ の 場 合 と 同 様 、 液 晶 層 １ に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停
止 さ れ た 時 点 を 示 す 。 ｔ １ は 、 駆 動 電 圧 の 印 加 停 止 す な わ ち 電 源 電 圧 の 供 給 切 断 に 先 立 っ
て 、 電 源 ス イ ッ チ が 切 断 さ れ た 時 点 を 示 す 。 図 ３ の 従 来 例 の 場 合 、 電 源 ス イ ッ チ が 切 断 さ
れ た 時 点 は 、 液 晶 層 １ に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ た 時 点 ｔ ０ と 一 致 し て い る の に
対 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 電 源 ス イ ッ チ が 切 断 さ れ た 時 点 ｔ １ は 、 時 点 ｔ ０ と は 一 致 し
な い 。 つ ま り 、 電 源 ス イ ッ チ の 切 断 に よ り 即 座 に 電 源 電 圧 の 供 給 が 停 止 さ れ る の で は な く
、 図 ２ に お け る コ ン ト ロ ー ラ １ ０ に よ り 、 次 に 述 べ る 所 定 の 処 理 が 終 了 し た 後 に 、 電 源 電
圧 の 供 給 が 切 断 さ れ 、 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
電 源 ス イ ッ チ が 切 断 さ れ た 時 点 ｔ １ か ら 時 点 ｔ ０ の 間 に は 、 駆 動 電 圧 の 極 性 反 転 の 周 期 が
、 画 像 表 示 中 の 周 期 か ら 変 更 さ れ る 。 す な わ ち 、 時 点 ｔ １ に 電 源 ス イ ッ チ が オ フ に な る と
、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 の 極 性 反 転 の 周 期 は 、 画 像 表 示 中 の 周 期 Ｔ １ よ り 短 い 周 期 Ｔ ２ に 切 り 替 え
ら れ る 。 そ の 後 時 点 ｔ ０ に 、 電 源 電 圧 の 供 給 が 実 際 に 切 断 さ れ 、 液 晶 層 １ に 対 す る 駆 動 電
圧 の 印 加 が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ こ で 、 液 晶 層 １ に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ た 後 、 対 向 電 極 ３ の Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 は
、 駆 動 電 圧 の 印 加 が 停 止 さ れ る 直 前 に お け る 極 性 反 転 の 周 期 を 維 持 し な が ら 減 衰 す る こ と
を 注 記 す る 。 従 っ て 図 ３ の 場 合 、 時 点 ｔ ０ の 後 も Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 は 周 期 Ｔ １ で 極 性 反 転 し な
が ら 減 衰 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 図 １ に 示 す 本 実 施 の 形 態 の 場 合 は 、 時 点 ｔ ０ の 直 前 、
す な わ ち 時 点 ｔ １ か ら 時 点 ｔ ０ の 間 は 極 性 反 転 の 周 期 が Ｔ ２ で あ る た め 、 時 点 ｔ ０ の 後 、
Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 は 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 し な が ら 減 衰 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う に 本 発 明 に お い て は 、 駆 動 電 圧 の 印 加 停 止 後 に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 の 極 性 反 転 の
周 期 が 、 従 来 例 の 場 合 よ り も 短 く な っ て い る 。 そ れ に よ り 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 お よ び ソ ー ス 電
圧 が 実 質 的 に ０ Ｖ に な る ま で に 要 す る 時 間 ｐ ２ は 、 図 ３ の 場 合 の ｐ １ よ り も 短 縮 さ れ る 。
従 っ て 、 残 像 が 消 滅 す る の に 要 す る 時 間 が 短 縮 さ れ 、 実 質 的 に 残 像 の 発 生 が な く な る 効 果
が 得 ら れ る 。 例 え ば 周 期 Ｔ １ を １ フ レ ー ム 周 期 、 周 期 Ｔ ２ を １ ラ イ ン 周 期 と し た 場 合 、 図
３ の 従 来 例 で は ｐ １ ＝ １ 　 ｓ ｅ ｃ で あ っ た の に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は ｐ ２ ＝ １
２ ０ 　 ｍ ｓ で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-12937 A 2004.1.15



駆 動 電 圧 の 印 加 停 止 後 に お け る Ｖ ｃ ｏ ｍ 電 圧 の 極 性 反 転 の 周 期 が 短 く な る こ と に よ り 、 Ｖ
ｃ ｏ ｍ 電 圧 お よ び ソ ー ス 電 圧 が 実 質 的 に ０ Ｖ に な る ま で に 要 す る 時 間 が 短 く な る 理 由 は 次
の よ う に 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 駆 動 電 圧 の 印 加 停 止 後 に お け る 極 性 反 転 は 、 蓄 積 電 荷 の
移 動 に 伴 う 振 動 で あ り 、 そ れ に よ り 電 力 が 消 費 さ れ る 。 極 性 反 転 の 周 期 が 短 い ほ ど 、 そ の
振 動 に 伴 い 消 費 さ れ る 電 力 が 大 き く な る た め 振 動 の 減 衰 が 大 き く 、 電 圧 が 降 下 す る 時 間 が
短 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
残 像 が 消 滅 す る の に 要 す る 時 間 は 、 周 期 Ｔ ２ を 短 く す る ほ ど 短 縮 さ れ る が 、 実 用 的 に は 、
周 期 Ｔ １ に 対 す る 周 期 Ｔ ２ の 比 Ｔ ２ ／ Ｔ １ を 、 １ ／ １ ７ ６ ～ ３ ／ １ ７ ６ の 範 囲 と す る こ と
が 望 ま し い 。 ３ ／ １ ７ ６ を 超 え る と 残 像 が 目 立 ち 始 め る 。 １ ／ １ ７ ６ 未 満 と し て も 効 果 の
向 上 が 見 ら れ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
装 置 の 構 成 上 は 、 周 期 Ｔ １ を １ フ レ ー ム 周 期 と し 、 周 期 Ｔ ２ を １ ラ イ ン 周 期 の 整 数 倍 と す
る こ と が 好 適 で あ る 。 そ の 場 合 整 数 ｎ を ３ 以 下 と す れ ば 、 残 像 が 目 立 た な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
あ る い は 周 期 Ｔ ２ を １ ラ イ ン 周 期 と し 、 周 期 Ｔ １ を ｍ ラ イ ン 周 期 と す る こ と も で き る 。 た
だ し 、 比 Ｔ ２ ／ Ｔ １ は 上 記 の 範 囲 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 液 晶 層 に 対 す る 駆 動 電 圧 の 印 加 を 停 止 す る 直 前 に 周 期 Ｔ ２ で 極 性 反 転 を 行 う 期 間 は
、 １ ０ ０ 　 ｍ ｓ ～ ５ ０ ０ 　 ｍ ｓ の 範 囲 と す れ ば 、 実 用 的 に 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 電 源 電 圧 の 供 給 を 切 断 に し て 画 像 表 示 状 態 か ら 非 表 示 状 態 に 移 行 す る 際
の 残 像 の 発 生 が 抑 制 さ れ 、 電 源 ス イ ッ チ を 切 断 し た と き に 直 ち に 画 像 が 消 え る 表 示 特 性 を
得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図
【 図 ２ 】 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 に お け る 画 素 部 分 の 回 路 お よ び 駆 動 回 路 の 概 要 を 示 す 図
【 図 ３ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 波 形 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 液 晶 層
２ 　 画 素 電 極
３ 　 対 向 電 極
４ 　 Ｔ Ｆ Ｔ
５ 　 蓄 積 容 量
６ 　 ゲ ー ト 配 線
７ 　 ソ ー ス 配 線
８ 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ
９ 　 ソ ー ス ド ラ イ バ
１ ０ 　 コ ン ト ロ ー ラ
１ １ 　 電 源 Ｉ Ｃ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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